
予算令和 5 年度 下関市
希望の街・下関へ
４つの視点を柱に

今年度は、市民の皆さんが夢を語り希望をかなえることができる「希望の街・下関」の実現のために、

「未来へと躍進する街」「力強く躍動する街」「安全・安心の街」「改革に挑む街」の4つの視点を柱に据え、

強い志を持って、各種の施策を展開していきます。

その中でも、最重要施策として、子育て強力支援（For Kids For Future）に取り
組むとともに、市民サービスの向上と行政の効率化のための デジタル改革推進 を
進めていきます。
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最重要施策
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「妊娠・出産」から「小・中学校」「高校」まで、幅広く子育て支援の充実を図ります。
▷子ども医療費助成　（2億3,780万円）
▷学校給食費支援事業　（5億3,100万円）
▷妊娠出産子育て支援事業　（8,210万円）
▷子育てタクシー普及支援事業　（3,590万円）　
▷1・2歳児、高校生等子育て応援給付金給付事業　（4億2,800万円）
　

デジタル技術を活用して、市民目線でのサービス提供や業務効率化を図ります。
▷スマートシティ推進事業（3,190万円）
▷スマート農業実践加速化事業（3,500万円）
▷市民窓口キャッシュレス決済導入事業（3,824万円）

子育て強力支援（For Kids For Future）

デジタル改革推進
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４つの視点

「下関市財政健全化プロジェクト（Ⅲ期計画）」に基づく財政運営、徹底した事務改善、組織のスリム化、スピー
ディーで機能的な行政ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進など、これまで以上の行財政改革を
断行し、高質で市民ニーズに適ったサービスの提供に取り組みます。
[主な事業]
▷基幹業務システム標準化業務　（1億260万円）
▷CIO補佐等業務　（1,500万円）
▷LoGoチャットサービス活用業務　（880万円）

保健・医療・福祉の充実、防災・減災対策の強化など、安全で安心できる生活環境の整備に取り組むとと
もに、市民活動による地域コミュニティづくりを支援し、人と人とがお互いに助け合い、支え合う、温も
りのある優しいまちづくりを実現します。
[主な事業]
▷安岡地区複合施設整備事業　（5億6,410万円）
▷基幹的設備改良事業（リサイクルプラザ）　（11億1,900万円）
▷勤労福祉会館本館改修事業　（2億6,200万円）
▷緊急自然災害防止対策事業（道路防災、河川改修）（4億3,040万円）
▷新総合体育館整備事業　（7億6,211万円）

中小企業・農林水産業の就業機会や担い手の確保による生産性の向上、海峡エリアの整備による将来に受
け継がれる賑

に ぎ

わいの創出など、活力あるまちの創造に不可欠な地域経済の活性化と産業力の強化に取り組
みます。
[主な事業]
▷海響館改修事業　（9億8,400万円）
▷海峡エリアビジョン推進事業　（6,800万円）
▷火の山公園再編整備事業　（1億6,000万円）
▷新たな農業経営者等育成実践モデル事業　（1,150万円）
▷下関漁港南風泊地区高度衛生管理整備事業　（15億3,560万円）

本市の未来を担う子どもたちの育成支援や教育の充実、良好な都市基盤の整備の推進、スマートシティの
実現や生活機能の高度化など、人口減少社会の中でも、持続可能な生活環境基盤の強化に取り組みます。
[主な事業]
▷下関市立大学総合大学化推進業務　（19億820万円）
▷学校トイレ快適化事業　（2億500万円）
▷まちなかウォーカブル推進事業　（1億5,700万円）　
▷竹崎四丁目地区優良建築物等整備事業　（1億8,580万円）
▷地域おこし協力隊業務　（4,013万円）
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